
正常圧水頭症 脊髄くも膜下腔―腹腔短絡術(ＬＰシャント)を受けられる                  様へ  

      正常圧水頭症の原因は不明ですが、脳室が 拡大することで軽度の認知障害や歩行障害などが起こる病気です。 

      全身麻酔で脊髄くも膜下腔と腹腔をつなぐ手術をします。                                                                                                                           福井赤十字病院     脳神経外科 

 
手術前日 

（     月     日） 

手術当日 

（     月     日） 

１日目 

（     月     日） 

２日目 

（  月 日） 

３日目 

（  月 日） 

４日目～６日目 

（ 月 日）～（ 月 日） 

７日目 

（  月  日） 

８日目～１４日目 

（  月  日）～（  月  日） 

目標 
       ・症状の悪化がなくＣＴ上異常がなければ

退院になります 

検査 

 

治療 

 

診察 

・麻酔科医の診察がありま

すので、できれば家族の方

も同席をお願いします（た

だし、休日の場合は別の日

に診察します） 

・翌朝まで点滴をします 

 

 

 

 

 

・翌朝まで酸素吸入をする場合が

あります 

・血液検査と頭部ＣＴ・レント

ゲン検査があります 

・抗生剤の点滴が朝と夕方にあ

ります 

  ・血液検査があり

ます 

・ＣＴをとります 

・医師の許可があれば、退院となります 

処置 

 ・血栓予防のため、手術室に行く

前に弾性ストッキングをはき

ます 

・痛い時は坐薬をいれます 

・歩行ができたら、弾性ストッキングを脱ぎます 

・食事が開始になれば、痛み止めの飲み薬が飲めます 

 ・抜糸をします 

（腹部） 

・抜糸後の傷を見てガーゼをとります 

安静度 
・制限はありません ・ベッド上安静ですが、横を向い

てもかまいません 

・ＣＴ後、医師の許可があれば 

制限はなくなります 

 ・３日目より歩行障害のある方はリハビリを開始します 

食事 

・麻酔科医師から食事と水分の制限があります 

  食事（     ）まで出来ます 

  飲水（     ）まで出来ます 

・お茶から飲んでみてください 

・昼より食事(お粥)がでます 

・普通食または医師の指示する食事がでます 

排泄  ・尿器を使用します ・安静の制限がなくなればトイレに行ってかまいません 

清潔 

  ・身体を拭きます 

・洗面・歯磨きもお手伝いします 

・抜糸まで、適宜体を拭くお手伝いをします          ・医師の許可があればシャワーまたは入浴することができます 

 

観察 

・入院までの経過をお聞き

します 

・血圧・脈拍・体温など 

観察します 

・手術直後、30分後、1時間後、

2時間後、以後 2時間毎に経過

を観察します 

・４回行います ・３回行います ・２回行います ・１回行います 

その他 

・主治医より手術について

説明があります 

・必要物品は看護師が説明

します 

・手術同意書､入院診療計

画書をお渡ししますので

ご署名の上お出しくださ

い 

・身に着けているものはすべて

外してください 

□入れ歯 □時計 □眼鏡 

□コンタクトレンズ □指輪 

□ヘアピン □かつら 

□貼り薬 

 ・退院療養計画書をお渡ししますので、 

ご署名の上お出しください 

・看護師が退院後の生活について 

説明をします 

 

 

 

 

 

説明者                 

※ 状態に応じて予定が変わることもあります。何か質問があれば看護師にお聞きください。 

主治医(             ) 担当看護師(             ) 

 

 

 

 

 

入院負担割合 ３割 ７０歳以上(１割) ７０歳以上(２割) ７０歳以上(３割) 

負担額 約５００,０００円 約９０,０００円 約９０,０００円 約３００,０００円 

＊入院費は概算ですので診療内容・病状・使用した材料等により異なる場合があります。2022.4.18☆ 



 

正常圧水頭症でシャント手術を受けられた患者様へ 
 

 

手術お疲れさまでした。 

これから退院後の生活の注意点について説明させていただきますので、参考になさってください。 

以下の内容でご不明な点は、医師、看護師、薬剤師などにご遠慮なくお尋ねください。 

 

１、日常生活について 

  ・医師より特別な注意をお聞きになっていなければ 、普段の生活に戻っていただけます。 

 

・体内に入っているシャントバルブと呼ばれる装置は、磁気が強いところでは圧の設定が 

変わることもありますので、ＭＲＩ検査などを受けられる際は、シャントのことを病院に 

伝えましょう。シャント手帳がある場合は持参して病院で見せてください。 

   

・頭痛や吐き気などの症状が出てきた場合には、すぐに受診しましょう。 

   

・次回受診日に関しましては、退院療養計画書に記載されております日時をご確認ください。 

 

    ・次回受診予定日の前であっても、入院する前のような症状があるなど、体の調子が 

おかしいと感じた時は、予定日を待たずに受診しましょう。 

 

 

 

 

                         

              福井赤十字病院     １－５病棟   

 

 


